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Action Planとは
• ひとみの失敗を受けてJAXAが文部科学省宇宙開発利用部会にお
いて提示した「X線天文衛星 ASTRO-H「ひとみ」異常事象調
査報告書」

• これ(↑)を憲法として解釈したものがコンメンタール
(https://www.in-jaxa/fw/dfw/iwlx/isas-ca/isasweb/)
• Action PlanはコンメンタールからActionに当たる部分を抜き出
したもの

→JAXA内の人はコンメンタールをまず見て欲しい。

This document is provided by JAXA.

https://www.in-jaxa/fw/dfw/iwlx/isas-ca/isasweb/


1. プロジェクトマネジメント体制の見直し
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（全社の知見・リソースの活用）

他部門

他部門

プロジェクトチーム

プロジェクトチーム

専任化の不徹底や、能力等
要件の不明確が見られた。

・プロジェクト管理者らがサイエ
ンス成果創出の役割も兼ね
ており、衛星の安全性に配慮
するシステム設計が十分でな
かった。

PM・SM・PI等の枢要なプロジェクト要
員は、その経験や能力等の要件を明
確にし、専任化率80％以上を就任
への前提とする。

PIとPMを別人とし、
「成果創出」と「技術
的着実性」が、バラン
スよく追及される体制
とする。

System Manager

(SM)
技術的着実性

Principal Investigator
（PI）

成果創出

・システム規模が複
雑かつ大きくなり、管
理が行き届かなくなっ
た。

技術的着実性に責任を持つ
システムマネージャやS&MA
担当をプロジェクトチーム内に
配置することにより、要求以
上の要望への適切な対処や
AIの確実なフォローを行う。

This document is provided by JAXA.



2 企業との役割・責任分担の見直し
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・企業による設計・製造の一元的管
理に基づくシステムの安全性確保。
・企業は、インタフェース要求に合致し
ていることを確認した上で受領する。

・適切
な運用
ツールを
使用す
る。

開発ツールを
そのまま活用
し、手順書も
作業訓練も
無いケースが
あった。

JAXAと企業との役割分担・責任
関係が不明確なまま開発を進めた
ケースがあった。

JAXAが運用
準備状況を最
終的に確認し
ていないケース
があった。

・ダブルチェックを含
む検証プロセスの
明確化する。
・コマンド送信の最
終責任はJAXAに
あると明確化。

This document is provided by JAXA.



• 注意しなければいけない事
• 科学衛星の開発において物作りが出来るだけの仕様の策定は従来までよ
りも早くする必要がある。

→ 詳細設計前のJAXAの負荷は従来よりも重くなると考えた方が良い

• プロジェクト発足前のフロントローディングをどこまで行うかも考えな
ければならない問題

2 企業との役割・責任分担の見直し

This document is provided by JAXA.



• 注意しなければいけない事
• 詳細設計フェーズにおいてJAXAは仕様書を書いて後は製造企業にお任せ
すれば良いという事ではない。

Missonのオーバーオールの責任はJAXAにある＝きちんとした物が作
られているかをモニターしチェックする責任はJAXAにある。
→ (ある意味)今までと変わらないレベルの事をする必要はある。

ESA: “Overall supervised by ESA”
NASA/GSFC: “Trust and verify”

• 一番異なるのは、製造企業に責任を持って頂く事で試験フェーズにおいて宇宙研の
プロジェクトでは不足しているシステム全体を見るマンパワーが補強される事。

• モニターしチェックすることが出来るためには製造企業のエンジニアと
対等に議論できるだけの技術力がJAXA側になければならない。
→ 技術を持った人材を育て続けていかないと破たんする

2 企業との役割・責任分担の見直し

This document is provided by JAXA.



3. プロジェクト業務の文書化と品質記録の徹底
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位置づけを明確にした文書
が制定されず関係者間の認
識に違いが生じた。

「人的ミス」・「検証の漏れ」を防ぐための
品質記録が整備されなかった。

・JAXAからの要求を文書化して明確にする。
・JAXAのコンフィギュレーション管理標準を適用し、要
求の変更管理を実施する。

・JAXAの品質保証プログラム標準を適用し、不具合のフォローアップ、
作業・試験の記録・確認を実施する。
・運用関連プロセス（指示・ダブルチェック・報告等）を明確化する。

This document is provided by JAXA.



4 審査/独立評価の運用の見直し

8IV&V: Indipendent Verification & Validation: 独立検証及び妥当性確認
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独立評価チームやS&MA等の第三
者による審査内容の確認が不十
分なケースがあった。

「人的ミス」・「検証の漏れ」を防ぐための
運用手順書、ツール、運用訓練が十分
でなかった。

抽出された確認・懸念事項につ
いて、網羅的な管理が十分にで
きないケースがあった。

独立評価チームを
増員する。

Project自らによる継続的な気づき、
AIの確実なフォロｰ、リスクの管理を
行い、審査会等で確認する。

特に打上前の運用準備を確認する審
査を徹底し、審査の質を確保する（説
明会・分科会を適宜増設）。

JAXAのソフトウェア
品質保証プログラム
標準を適用する。

This document is provided by JAXA.
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